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１１月に入りました。「霜月（しもつき）」と言われるように、天気の良い朝は、運動場一
面に、真っ白な霜が降っています。朝の気温も、５℃前後になってきました。
体調管理などに、十分にお気を付けください。

五ヶ瀬町の教育文化祭が、１１月１日（水）の午後から、五ヶ瀬中等教育学校の体育館
で行われました。４年ぶりの開催でしたが、町内の６つの学校の小・中学生が一堂に会し
意見発表と音楽発表が行われました。

会の始まりに、６年生の西村幸生さんが、参加する
全児童・生徒を代表して、あいさつをしました。
この文化祭に向けての練習を通して「喜びと感動」
を味わうことができたと話してくれました。

その後、第１部の意見発表が行われ、上組小学校の
６年生４名と、五ヶ瀬中等教育学校２年生が、それぞ
れ感じた五ヶ瀬の良さを、堂々と発表しました。

続く第２部が、音楽発表でした。
三ヶ所小学校は、「五ヶ瀬１・２・３体操」と「翼をください」「みやざき犬サンバ」の
３曲を披露しました。元気の良い歌声に、会場から大きな拍手をいただきました。

大人数の前に立つ緊張感や、みんなで協力して音を奏でる楽しさを感じることができま
した。また、町内各学校の演奏の素晴らしさと、同じ町内で学ぶ仲間の一体感も感じるこ
とができ、大変有意義な会となりました。他の小中学校の発表も、それぞれが工夫をして
音楽の楽しさ、美しさを感じさせてくれました。とてもいい刺激になりました。
会場に足を運んで大きな拍手を送ってくださった皆様、応援ありがとうございました。

三小だより

五ヶ瀬町教育文化祭




